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る D から Co までの性格特性は，情緒不安定
性，社会不適応性を示し，YG プロフィール




まれており，GSE と Ag の間に有意な相関
が得られなかったことと関係があるかもしれ
TABLE１ 一般性セルフ・エフィカシー尺度の統計値
Ｎ Mean SD Min Max









Co 非協調性 ６．５ ４．７
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